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研究成果の概要（和文）：睡眠時ブラキシズム(SB)は睡眠中に行われるグラインディングやクレンチングの総称
であり，顎関節症や口腔顔面痛，咀嚼筋痛などの重要なリスクファクターである．SBの発現機序には神経生理学
的な中枢性要因の関連が報告されているが，いまだ明らかではない．本研究は日常的な睡眠時ブラキシズム(SB)
の中枢神経活動への影響について検証することを目的とし，SB群とControl群を設定し，睡眠ポリグラフィ(PSG)
を用いて睡眠中の脳波と咀嚼筋活動の評価を行なった．その結果，SB群ではControl群に比較し睡眠効率は同等
で，また，Stage N1とN2の割合が増加する傾向を認めたが，有意差は認めなかった．

研究成果の概要（英文）：Sleep bruxism (SB) is defined as a repetitive jaw muscle activity 
characterized by clenching or grinding of the teeth, which is classified as a sleep-related movement
 disorder according to the American Academy of Sleep Medicine. The aim of this study was to 
investigate the association between jaw muscle activity and electroencephalographic activity during 
sleep. The results showed that the sleep efficiency of SB group (94.2%) was similar to that of 
control group (94.9%).  The proportion of Stage N1 and REM of SB group was slightly higher than that
 of control group, although there was not significant difference. These results indicated that the 
electroencephalographic activity of SB group was comparable with that of control group within the 
frame of this study.

研究分野：歯科補綴学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
睡眠時ブラキシズム(SB)は睡眠中に行われ
るグラインディングやクレンチングの総称
であり，顎関節症や口腔顔面痛，咀嚼筋痛な
どの重要なリスクファクターである．SBの発
現機序に関して，神経生理学的な中枢性の要
因が大きく関与していると言われているも
のの，睡眠中という無意識下でこのようなパ
ラファンクションが生じる詳細なメカニズ
ムは明らかではない．SB が生じる理由と発
現機序に関しては神経生理学的な中枢因子
と咬合接触などの末梢因子が関連している
と考えられているが，ヒトが無意識下におい
てこの動作を行う理由とメカニズムに関し
ては未だ明らかにされていない.このメカニ
ズムを解明するために様々な実験手法によ
りアプローチが試みられている.その手法を
二つに大別すると，末梢における SB の行動
メカニズムの解明のために行う日常生活や
実験的条件下での阻鴫筋筋活動の検討，ある
いは中枢における SB が発生するメカニズム
解明のために行うパラファンクション時の
脳活動の検討に分けられる.クレンチングに
関わる脳活動の検討については現在までに
いくつか報告があるが，これらの実験は被験
者が意識下でクレンチングをした脳活動で
あり， SB のように無意識下で行われている
ものではない.また，Byrd や Wong らは既往
歴，臨床所見，模型診断，顎関節症に関する
質問票によって被験者をパラファンクショ
ン群とコントロール群に分類し，クレンチン
グとグライディングを運動課題として脳活
動を測定し比較したところ，コントロール群
における脳活動は，パラファンクション群に
おける脳活動よりも広範囲で、あったと報告
している(Byrd KE, et a1, J Oral Rehabi1 
2009. Wong D, et a1, Brain Res 2011). 以
上の報告からパラファンクションを有する
被験者は有さない被験者と比較して異なる
脳活動を示すこと，無意識下に生じるパラフ
ァンクションの習癖が脳活動に変化を及ぼ
していることが示唆される. しかし，これら
の研究においてはパラファンクションの診
断が問診やアンケートによる被験者の自己
申告にゆだねられていること，臨床所見から
の診断も歯の吹耗のみに基づいて行われる
ために決して信頼性の高い方法とは言い難
い. 
 以上の背景から本研究を着想するに至っ
た． 
 
２．研究の目的 
日常的な睡眠時ブラキシズムを有する，睡
眠中の咀嚼筋筋活動レベルの高い者におけ
る睡眠中の中枢神経活動の影響について明
らかにするため，睡眠中の脳波の活動性につ
いて SB 患者と健常成人とで比較検討を行う
ことを目的とした. 
 
３．研究の方法 

(1) 被験者 
 被験者は，本学教員および学生 20 名（男
性：14 名，女性：6 名 平均年齢 25.6±2.9
歳）を選択した．選択基準は，以下の除外基
準のいずれにも当てはまらない健常成人と
した． 
除外基準は下記のとおりである． 
A) 少なくとも大臼歯が二歯喪失している者
（第三大臼歯は除く）あるいは可撤性義歯
を使用している者 
B) 睡眠・口腔顎顔面運動に影響を及ぼす薬を
服薬している者 
C) アルコール及び薬物中毒の者 
D) 歯科矯正を含む歯科治療を行っている者 
E) 主な神経疾患及び精神疾患を有する者 
F) 睡眠障害を有する者 
 なお，本研究は昭和大学歯学部医の倫理委
員会の承認を得て（承認番号 2012-006），事
前に実験の趣旨を被験者に十分説明し，同意
を得たうえで行った． 
 
(2) 臨床診断・口腔内診査 
下記の Dube らの SB臨床診断基準を基に臨床
診断を行って被験者を選択した.  
A) 睡眠同伴者により，過去 6カ月以内に週 3
回以上の歯の摩擦音を指摘されたことが
ある 
B) 象牙質に及ぶ咬耗が 3 歯以上の咬合面に
存在すること． 
C) 起床時顎顔面領域に筋疲労・痛みがある． 
 
(3) PSG 測定 
睡眠検査室において，オーディオビデオモニ
タリングを含む睡眠ポリグラフ(vPSG)検査
(Embla N7000, Kanata, Ontario, Canada)を
行い，負荷的に簡易型 PSG 検査装置(Sleep 
profiler)を併用して計測した．咬筋筋電図
は，左側咬筋に vPSG のものを，右側咬筋に
簡易型PSGの者を装着して行った(図１). 本
検査は 7.5 時間の記録を行ない，脳波(C2A1, 
C3A2, O2A1, 
O3A2, F2A1 お
よび F3A2)，眼
電図，オトガ
イ筋電図，舌
骨上筋筋電図，
咀嚼筋筋電図
(両側咬筋，両
側側頭筋)，脛
骨筋筋電図，
いびき，呼吸，
動脈血酸素飽
和度，心拍数，
体位，喉頭運
動を記録した． 
 
図 1 vPSG と簡易 PSG 測定風景 

 
 
 



(4) 睡眠中の脳波活動評価 
睡眠中の脳波に関するパラメーターについ
ては，PSG 記録をもとに American Academy of 
Sleep Medicineのガイドラインに従って睡眠
検査技師がスコアリングを行った．また， 
簡易型装置においては自動解析機能による
睡眠変数の解析が可能であることから，Auto
判定も併せて行った． 
 
(5) 睡眠中の咀嚼筋活動評価(図２) 
咀嚼筋活動評価は，就寝前に最大噛み締め時
の最大咬筋筋活動量を 100%MVC とした際の
10%MVC 以上の筋活動を SB 筋活動とし下記 3
つパターンに分類した. 
A) phasic; 3 回以上の筋電図バーストがあ
り，各バーストが 0.25 秒以上 2 秒未満
の筋収縮パターンを示す 
B) tonic: 1回の筋電図バーストが2秒以上
持続している筋収縮パターンを示す 
C) mixed: Phasic と Tonic の両方がみられ
る筋収縮パターンを示す 
SB 筋活動の判定については，SB のスコアリ
ングに習熟した１名の歯科医師が Manual 
判定にて行った．  
  

図 2 vPSG と簡易型 PSG の原波形 
 
 
(6)統計解析 
睡眠中の脳波活動の指標である睡眠段階，SB
それぞれの項目において vPSG，簡易 PSG Auto
群，簡易 PSG Manual の 3 群で比較した．ま
た，SB 群と Control 群での数値の比較を行な
った． 
統計は One-way ANOVA，Tukey-Kramer 法を用
いて，有意水準は 5%とした． 
 
４．研究成果 
vPSG における SB 群（N=10）の平均 SB エピ
ソード数は 8.2 回/時であった． 
一方，コントロール群における平均 SB エピ
ソード数は 3.3 回/時であった．(図３) 
 
睡眠時ブラキシズム に関連した症状につい
ては，SB 群で起床時の筋痛もしくは顎の疲労
感を訴えるものを認めた． 
 
 
 

 
  図３ 平均 SB episode 数 
 
 
SB 群とコントロール群を比較した結果，総睡
眠時間や睡眠効率，睡眠潜時はほぼ同等であ
った(表１)． 
さらに，睡眠ステージの割合については，SB
群の方が Stage N1 と Stage REM の割合がや
や大きく，Stage N2 および N3 の割合が小さ
い傾向が認められたが，有意差は認められな
かった (表２) ． 
これらより，SB 患者の睡眠中の脳活動につい
ては健康成人と比較してほぼ同等であるこ
とが示唆された．  
 

表１ 睡眠変数の結果 

表 2 SB 群と Control 群の睡眠状態 
  
今後は，各α波, β波, γ波など各脳波活動
について詳細な検討が必要であると考えら
れる. 
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